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連
結
在
庫
を
減
ら
す
た
め
に
は

　
急
速
に
変
化
す
る
中
国
市
場
で
利

益
を
拡
大
す
る
た
め
に
は
、
工
場
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
改
善
が
不
可

欠
で
す
。
一
般
に
中
国
企
業
と
の

取
引
の
場
合
、
回
収
の
遅
れ
が
問
題

と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い

中
国
の
環
境
で
も
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
を
改
善
す
る
た
め
に
工
場
の
で

き
る
こ
と
は
あ
る
の
で
す
。

　
現
金
回
収
が
遅
れ
が
ち
で
あ
れ
ば
、

自
社
の
連
結
在
庫
を
減
ら
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
機
会
損

失
を
起
こ
し
か
ね
な
い
自
社
在
庫
の

削
減
に
は
勇
気
が
い
り
ま
す
。
ま
た
、

安
い
工
賃
で
製
品
を
大
量
に
製
造
し
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
は
会
計
年
度
内

で
つ
じ
つ
ま
が
合
え
ば
よ
い
と
す
る

こ
れ
ま
で
の
管
理
で
は
勝
て
ま
せ
ん
。

　
今
回
ご
紹
介
す
る
お
客
様
は
、
ま

ず
工
場
ラ
イ
ン
の
計
画
と
進
捗
状
況

を
見
え
る
化
し
、
複
数
回
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
変
化
す
る
ボ
ト

ル
ネ
ッ
ク
ラ
イ
ン
に
対
応
、
最
終
的

に
生
産
ラ
イ
ン
ま
で
変
更
し
ま
し
た
。

ラ
イ
ン
で
の
中
間
在
庫
を
削
減

　
中
国
で
は
典
型
的
な
加
工
組
み
立

て
ラ
イ
ン
で
、
前
工
程
の
機
械
加
工

と
後
工
程
の
人
手
に
よ
る
組
立
工
程

の
双
方
に
納
期
遅
れ
が
発
生
し
、
タ

ク
ト
の
遅
い
後
工
程
の
前
に
中
間
部

品
が
多
く
在
庫
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
で 

あ
っ
た
中
間
在
庫
を
極
力
減
ら
し
、

前
後
工
程
に
倒
す
T
Ｏ
Ｃ
理
論
の
適

用
で
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
は
出
荷
前
の
検

査
工
程
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
工
場
で
は
検
査
工
程
に
高
価

な
検
査
装
置
を
利
用
す
る
た
め
、
安

易
に
設
備
投
資
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
検
査
手
順

自
体
を
細
分
化
す
る
こ
と
に
よ
り
検

査
の
外
注
化
を
実
現
し
、
売
れ
な
い

在
庫
の
一
掃
を
実
現
し
ま
し
た
。

Ｐ
Ｄ
Ｃ
サ
イ
ク
ル
を
実
現

　
生
産
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ラ
の
導
入
と
い

う
と
、
生
産
計
画
作
成
の
効
率
化
・

自
動
化
に
関
心
が
集
中
し
が
ち
で
す

が
、
千
を
超
え
る
日
本
の
工
場
の
優

れ
た
生
産
計
画
ノ
ウ
ハ
ウ
が
詰
ま
っ

たAsprova 

A
PSを
適
用
す
れ
ば
、

生
産
ラ
イ
ン
の
流
れ
を
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
の
両
面
か
ら
改
善
で
き
ま
す
。

派程（上海）軟件科技有限公司
総経理　藤井　賢一郎
半導体工場において10年間生産管理システム
を開発。生産スケジューラを日本で約 300 社。
中国で 50工場に導入実績をもつ。

キャッシュフローを改善し
利益を増やす

第 5 条

　
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
短
縮
は
原
材
料

費
用
・
製
造
原
価
・
在
庫
費
用
・
物

流
費
用
な
ど
、
金
額
面
で
の
削
減
を

大
き
く
推
進
し
ま
す
。
モ
ノ
の
流

れ
＝
キ
ャ
ッ
シ
ュ
の
流
れ
が
速
く
な

れ
ば
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
は
良
く

な
り
ま
す
。
そ
れ
を
算
定
す
る
に
は
、

Asprova 

K
PIの
適
用
が
必
要
で

す
。

　
こ
れ
に
よ
り
生
産
ラ
イ
ン
の
Ｐ
Ｄ

Ｃ
サ
イ
ク
ル
が
実
現
で
き
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
の
改
善
を
実
感
し
な
が

ら
次
の
改
善
活
動
に
取
り
組
め
ま
す
。

　
今
回
の
事
例
は
日
系
製
造
業
の
工

場
の
も
の
で
す
。
御
社
の
シ
ス
テ

ム
化
、
改
善
活
動
は
遅
れ
て
い
ま
せ

ん
か
? 

製
品
費
用
の
回
収
が
遅
れ

る
な
ら
、
ま
ず
は
自
社
ラ
イ
ン
の
原

料
を
買
っ
て
か
ら
製
品
に
す
る
ま
で

の
時
間
を
短
く
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

ま
た
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
販

売
先
も
取
捨
選
択
で
き
ま
す
。

現状ラインをそのまま生産スケジューラに反映、前後工程で納期
遅れが顕著

中間在庫 (ボトルネック工程 )に TOCの理論を適用、在庫を最少
にし、前後工程をスケジュール


